
長井市防災マップが
新しくなりました
防災マップを全面的に見直し、最新の防災情報を反映しました。

防災マップの詳細や活用方法については、

「広報ながい 6月号」でも紹介していますので、あわせてご確認ください。

防災マップは、災害時の行動をあらかじめ確認するためのものです。次の点を確認してください。

▲洪水災害凡例により自分の

住んでいる場所の浸水リスク

が色で分かります。

浸水想定区域内に自宅や職場などがある場合でも、

直ちに被害が発生するというものではありません。

浸水の危険性を正しく理解し、万が一に備えて、日

頃から防災マップや避難場所、避難経路などを確

認するとともに、早めの避難を心がけてください。

■自宅周辺の浸水リスク ○防災マップP7～28

　自分の住んでいる場所をマップで確認し、

　想定される浸水の深さを見てみましょう。

■避難のタイミング ○防災マップP5～6

　気象庁の新たな防災気象情報を反映しています。

➊ 新たな防災気象情報への対応

➋ 土砂災害に関する情報

➌ 内水浸水想定区域の掲載

➍ 中小河川の浸水想定区域の追加

➎ 避難所情報の更新

➏ AED 設置場所の掲載

➐ ハザード情報の整理

市からの避難情報などを確認しながら、避難指示が

発令されていない場合でも、自ら危険を感じたときは

早めの避難を心がけましょう。

警戒レベルが急に上がることもあるため、警戒レベ

ル3や4になる前の段階から、いつでも避難できるよう

準備しておくことが大切です。

※問い合わせ　防災危機管理課☎（82）8004

〈協力：株式会社ゼンリン〉

防災マップが届いたらご確認ください

▲地図上に避難所の

番号を表記しています

■避難所の位置 ○防災マップ P2

■避難経路

　自分の住んでいる場所から安全に避難できる避難所を

　確認しましょう。

大切なのは早めの対応

ここが変わりました～主な変更点～


